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第９２回天皇杯・第８３回皇后杯 

全日本総合選手権大会の結果 

                               ［編集部］ 

 

 お正月恒例のこの大会は、１月２日から駒沢体育館、大田区総合体育館、代々木第一・

第二体育館において開幕し、男女とも３２チームが出場して多彩なゲームを展開した。 

１月７日は中休みとして、代々木第一体育館において１月８日に女子決勝と男子準決勝、

１月９日を最終日とし男子決勝戦で閉幕した。 

 昨年までは、男子が３６チーム出場だったが、今回から男女とも３２チームの出場枠で、

男子はＢリーグ１２、大学８、社会人２、全国地区代表９、高校代表１の顔ぶれ、女子は

ＷＪＢＬ１２、大学８、社会人２、全国地区代表９、高校代表１の出場チーム数となった。 

 １～２回戦は高校代表や地方代表、大学チームなどが顔を出したが、ベスト８に勝ち残

ったのはＢリーグやＷＪＢＬのトップチームで、昨年同様、試合内容や得点において力の

差を感じさせた。 

 注目された高校生チームは、男子では選抜大会優勝の福岡第一高校で、名古屋経済大学

を破って３回戦へ進んだが、Ｂリーグ川崎には残念ながら歯が立たず、女子では選抜大会

優勝の桜花学園高校で、１回戦にて愛知学泉大学に敗れた。 

大学生チームでは男子でインカレ１・２位の筑波大学と東海大学が３回戦へ進んだが、

そこでＢリーグ勢と対戦し、健闘したものの互角には戦えず敗れ去った。 

 男子ではベスト４から決勝戦へ進出するチーム同士が拮抗し、どのチームが決勝へ進ん

でもおかしくない状況だったが、市民球団を誇る千葉ジェッツと企業チームから変身の川

崎ブレイブサンダースが準決勝で競り勝って決勝へ進出した。 

 特に、千葉ジェッツは市民球団としては初めての決勝進出で、豊富なメンバーをそろえ、

そのたくましさは称賛に価する。準々決勝でＢリーグ２位の栃木ブレックスに快勝して波

に乗り、準決勝ではＢリーグ３位のシーホース三河に競り勝って、トーナメント戦を凌ぐ

要領をうまく会得した格好。 

 女子ではＪＸ－ＥＮＥＯＳサンフラワーズが、日本を代表する渡嘉敷選手、間宮選手、

吉田選手、宮澤選手らを擁して突出した優勝を飾り、準決勝に残った３チームが拮抗した

形。決勝戦では富士通が、日本代表ガードの町田を中心にして、ＪＸ－ＥＮＥＯＳサンフ

ラワーズに挑んだが、一方的な試合展開となってしまった。同じＷＪＢＬの上位チーム同

志なのだから、富士通には今少し食いつくような試合展開をして欲しかった。 

ＪＸ－ＥＮＥＯＳサンフラワーズは４年連続２１回目の優勝で、選手層の厚さや中心選

手の高度な技術が、そのまま安定した勝利につながっているが、つねに日本女子バスケッ

トボール界をリードしての優勝回数と連続優勝は見事というほかない。 

 大正時代に始まったこの大会は男子で９０回を超え、出場チームの変遷など伝統ある選

手権大会で、トーナメント方式という一発勝負から、どのチームも試合に臨む態勢に真剣

さと熱気を感じる。しかしながら、男女ともトップリーグの強さが目立って、大学、地方

代表、社会人チームは出場したものの、金星を取ることはできなかった。 

 特に、大学生チームにおいては、諦めることなく果敢にトップリーグチームにアタック

して欲しいもの。その点で、男子筑波大学が３回戦でアルバルク東京に善戦したことは特

筆される。 
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男子の結果 
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［男子注目試合］ 

 

 1P 2P 3P 4P 計 

福岡第一高校 17 29 10 16 72 

名古屋経済大学 15 16 19 15 65 

 

 高校代表の福岡第一高校と名古屋経済大学は、ともに留学生を有するメンバー構成、第

１ピリオドはお互いに持ち味を出して互角の展開だったが、終盤、福岡第一の#12 蔡が６

連続得点で一歩抜け出す。 

 第２ピリオドに入ると、福岡第一が#4 重富、#15 松崎の３Ｐなどで得点を重ね、開始３

分に２７－１７とリードする。更に、名古屋経済がミスを重ねるうちに福岡第一は得意と

する速攻で点差を広げ、４６－３１と１５点差をつけ前半終了。 

 第３ピリオド、名古屋経済は#88 木下、#91 松本らが得点して追い上げ、残り４分に４

８－５２と４点差に詰める。福岡第一はタイムアウトの後、体制を立て直し、５６－５０

の６点差でこのピリオドを終わる。 

 第４ピリオド、福岡第一が少しリードを広げるが、残り４分から名古屋経済も#7 渡辺ら

の得点で猛迫、残り２分には#88 木下の３Ｐで６５－６６の１点差に迫る。そこから福岡

第一が#12 蔡と#15 松崎が６連続得点し７２－６５で逃げ切り、大学生対高校生の試合は

高校生が勢いで競り勝った形。 

 

 

 1P 2P 3P 4P 計 

サンロッカーズ渋谷 22 20 21 15 78 

大阪エベッサ   25 11 24 15 75 

 

 Ｂリーグ８位のサンロッカーズ渋谷と９位の大阪エベェッサの試合で、拮抗した接戦が

期待された。出だしから大阪#55 ハレルソンや#32 ギブソン、渋谷#9 ベンドラメや#33 ブ

ラウンといった外国人選手の点の取り合いとなったが、わずかに波に乗った大阪が３点の

リードで第１ピリオド終了。 

  第２ピリオド渋谷は、開始早々#1 清水が３Ｐを沈めて

同点にすると、#33 ブラウンのインサイドシュートや#14

大塚のバスケットカウントなどで一気に大阪を突き放し

９点リード。 

 しかし、大阪も中盤から#1 今野の３Ｐなどで食らいつ

き、少し点差を詰めて、６点のビハインドで前半を終わる。 

 第３ピリオド、今度は大阪が#1 今野の３Ｐや#32 ギブソ

ンがインサイドで得点し、点差を詰める。対する渋谷は、

中盤に#33 ブラウンのダンクや#34 グインのレイアップな

ど、外国人選手の活躍でリードを保つ。このあたりから両

チームのディフェンスが厳しくなり、一進一退のゲーム展

開となったが、終了間際に、渋谷は#14 大塚が３Ｐを決め

て６３－６０とわずかにリードする。 
 

©ＪＢＡ 提供 
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 勝負となった第４ピリオド、大阪は#18 相馬が３Ｐを決めて同点とした後、お互いにシ

ュートが決まらず時間が経過する。残り２分となったとき、渋谷は#9 ベンドラメのフリー

スローでわずかにリードした後、#33 ブラウンのシュートが決まり優位に立つ。対する大

阪も#55 ハレルソンの３Ｐで食い下がるが、ディフェンスファウルによって相手にフリー

スローを与えてしまい、逆転には至らない。渋谷はフリースローを確実に決めてリードを

保ち結局３点差で接戦を制した。 

 

 

男子決勝戦 

 

 1P 2P 3P 4P 計 

千 葉 ジ ェ ッ ツ 17 19 23 29 88 

川崎ブレイブサンダース 19  7 20 20 66 

 

 悲願の初優勝を狙う千葉ジェッツと、３年ぶりに王座奪還を目指す川崎ブレイブサンダ

ースの決勝戦。最初からお互いに厳しいディフェンスを展開するが、千葉ジェッツのポイ

ントガード#2 富樫が巧妙にディフェンスの隙を突いたアシストや自身のシュートなどで

先制する。一方の川崎も、#12 スバングラ―のゴール下や、#7 篠山の３Ｐなどで直ぐに追

いつき、#22 ファジーカスが連続得点を挙げ一歩リードするが、千葉も#2 富樫の３Ｐやフ

リースローで反撃し、川崎１ゴールのリードで第１ピリオドを終える。 

 第２ピリオドに入ると様相一変。川崎は#12 スバングラ

―がインサイドで得点してからの５分間で、２点しか得点

できない。相変わらず厳しいディフェンスを展開する千葉

は、相手ミスにもつけ込んで#33 ストーンの速攻や、#1

阿部、#34 小野の３Ｐ含む連続得点で、一気に１０点の差

をつけ、３６－２６としてこのピリオド終了。川崎はこの

ピリオド僅か７得点に終わり、勢いを削がれる。 

第３ピリオド、勢いに乗る千葉は、#2 富樫、#27 石井、

#34 小野の連続３Ｐなどで猛攻し、開始５分には５０－３

４と更にリードを広げる。少しでも点差を詰めたい川崎は、

#14 辻の３Ｐ、#22 ファジーカスのインサイド攻撃で反撃

するが、攻撃でミスも出て点差を詰めるまでには至らず、

４６－５９と１３点のビハインドでこのピリオドを終わ

る。 

 第４ピリオド千葉は、#3 パーカーがダンクを決めると、

#2 富樫を中心に相手の厳しいディフェンスを絶妙なパスワークでかわし、終始主導権を握

る。川崎も#22 ファジーカスを中心として、懸命に反撃するが、千葉のディフェンスがミ

スを多発し、オフェンスが空回りしてしまう。結局第２ピリオド以降、試合の主導権を渡

さなかった千葉が、８８－６６で快勝し、悲願の初優勝を飾った。 

 この決勝戦で目立ったのが#2 富樫、その好リードとパスワークが冴え、身長１６７cm

と小柄ながら縦横無尽に走り回り、少しでも相手ディフェンスが甘くなると３Ｐを決めて

いた。２００cm 以上の大きな選手を、その機敏な動きで煙に巻く、低身長の日本人選手で

もやりようによっては、高身長選手に十分対抗できることを示し好感がもてた。 

 

©ＪＢＡ 提供 
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 千葉ジェッツは千葉県船橋市をホームとするいわゆる市民球団、発足当時はｂｊリーグ

に属していたが、平成２５年(2013)、日本協会が改めてＮＢＬを発足させたのに伴い、Ｎ

ＢＬへ移籍した。現在Ｂリーグで健闘中だが、今期の観客動員数は琉球を抜いて全球団中

トップを誇る。リンク栃木に次いで純粋のクラブ組織で運営されており、このクラブを支

援する多くの市民ブースターが参加しているうえ、県協会も応援していると聞く。それゆ

えに今回の優勝は、これからの大きな力となるに違いない。 

 

 

 

 

大会男子ベスト５ 

 決勝戦終了後、本大会のベスト５選手が下記の通り発表された。 

  

 

©ＪＢＡ 提供     表彰式後喜ぶ千葉ジェッツのスタッフと選手      

NO  氏  名  チーム 回 数 

 2  富樫 勇樹 千葉ジェッツ 初 

33  タイラー・ストーン 千葉ジェッツ 初 

34  小野 龍猛 千葉ジェッツ 初 

22  ニック・ファジーカス 川崎ブレイブサンダース ３年ぶり２回目 

24  田中 大貴 アルバルク東京 ２年連続２回目 
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女子の結果 
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［女子注目試合］ 

 

 1P 2P 3P 4P 延 計 

山 形 銀 行 18 12 14 12  7 63 

滋 賀 銀 行 12 15 22  7  6 62 

 

 東北代表の山形銀行と社会人２位の滋賀銀行の２回戦は、社会人大会でも顔を合わせて

いる銀行同士の大接戦となり、延長戦の末１点差で山形銀行の勝利となった。 

 第１ピリオド山形銀行は、#9 澤口のゴール下シュートで一歩抜け出しリズムをつかむ。 

第２ピリオドへ入ると、今度は滋賀銀行が上手いパスワークから得点し追い上げ、#11

阿久根の好守にわたる健闘で一時逆転する。山形銀行も#9 澤口が速攻を決め３０－２７と

前半をリードする。 

 第３ピリオド、滋賀銀行がいきなり猛攻に転じ#13 八木の８得点をはじめとする大量得

点で逆転、両者の点取り争いとなるが、滋賀銀行が５点リードで終わる。 

 第４ピリオド序盤も一進一退が続くが、中盤に入ると４分間ほど両者の得点が止まる。 

そこから、#5 佐藤の得点で同点にした山形銀行は、残り１８秒で#6 赤川のシュートで５

６－５４とリード、そのまま終わるかと思われたが、滋賀銀行は#10 木村がブザーと同時

にシュートをねじ込み５６－５６で延長戦へ突入する。 

 延長戦では互いに１点を争う激しい攻防が続いたが、残り２７秒、山形銀行は#15 倉永

がフリースローを１本決めて６３－６２と最小リード、滋賀銀行はその後の攻撃で逆転を

狙ったが果たせず、試合はそのまま終わった。 

 

 

 1P 2P 3P 4P 計 

日立ハイテククーガーズ 19 15 12 15 61 

デ ン ソ ー ア イ リ ス 14  7 17 19 57 

 

 ＷＪＢＬ１０位の日立ハイテククーガーズとＷＪＢＬ４位のデンソーアイリスの試合は、

全日本代表選手の高田を擁するデンソーが有利かと思われたが、好調な日立が接戦を制し

てベスト８へ進出した。 

第１ピリオド、日立ハイテクは開始早々から４本の３Ｐを決めて好スタート。対するデ

ンソーは４分間で２点しか得点できずに苦しむ。それでも、デンソーは中盤以降#31 高田

汐のシュートなどで盛り返し、１４－１９の５点ビハインドで終わる。 

 第２ピリオドに入ると、両チームともシュートが決まらず得点が伸びない。中盤以降、

日立が粘り強いディフェンスでボールを奪うと、#7 八木や、#33 菅原が矢継ぎ早にシュー

トを決め、３４－２１と日立が大幅にリードする。 

 第３ピリオド、追いつきたいデンソーだがシュートが今一つ決まらない。一方の日立も

それまでの勢いが消えて拙攻となり、得点が伸びない。お互いにシュートが決まらない中、

残り２分にデンソーは#33 高田汐の３Ｐと#12 赤穂のシュートで追撃して３８－４６の１

桁差に詰める。 

第４ピリオド、デンソーは、ようやく本来のプレーが出るようになり、#23 篠原、#13

伊集の３Ｐに加え#8 高田真のフリースローもあって、開始４分に２点差まで迫る。 



9 

 

 しかし、日立も#12 西澤、#18 高橋らがシュートを決めて逃げ、逆転には至らず終盤ま

で一進一退の試合展開となる。残り１分を切って５６－５５と日立１点のリードのとき、

デンソーがオフェンスでミスを犯し日立のボールになる。日立は、#22 松本がドライブイ

ンから#9 鈴木にアシストし３点差とする。デンソーはその後#13 伊集や#23 篠原が果敢に

３Ｐを打つが決まらず、結局、日立が６１－５７で接戦を制した。 

 

 

女子決勝戦 

 

 1P 2P 3P 4P 計 

JX-ENEOS サンフラワーズ 19 24 23 25 91 

富士通レッドウェーブ 16  9 20 22 67 

 

 Ｗリーグで負けなしのＪＸ－ＥＮＥＯＳに対して、９年ぶりの優勝を狙う富士通の対戦

となった女子決勝戦は、選手層に優るＪＸ－ＥＮＥＯＳのワンサイドゲームに終わった。 

 第１ピリオド、富士通が#12 篠原のインサイドシュートで先制すると、ＪＸ－ＥＮＥＯ

Ｓもすぐに#21 間宮がリバウンドから入れ返す。中盤、富士通はリオ・オリンピックでも

活躍した#0 長岡が３Ｐやミドルシュートを決めて得点、ＪＸ－ＥＮＥＯＳも#10 渡嘉敷や

#21 間宮が高さを生かした確実なシュートで得点して拮抗した展開となり、ＪＸ－ＥＮＥ

ＯＳが１９－１６と僅差のリード。 

 第２ピリオド、ＪＸ－ＥＮＥＯＳが#10 渡嘉敷、#52 宮澤、#21 間宮の連続得点などで

一気にリード、対する富士通は#15 山本が３Ｐをきめるものの、その後、ＪＸ－ＥＮＥＯ

Ｓの厳しいでフェンスに手を焼いてシュートが決まらず５分間無得点となる。富士通はデ

ィフェンスをゾーンに切り替えるが、ＪＸ－Ｅ

ＮＥＯＳインサイド陣の勢いは止まらず、４３

－２５と大量点差となって前半を終わる。 

 第３ピリオド、ＪＸ－ＥＮＥＯＳの#10 渡嘉

敷がバスケットカウントをねじ込むと、富士通

も#15 山本がすかさず入れ返す展開となり、お

互いに攻防が続くが、前半に付いた点差が縮ま

ることはなかった。 

その後も、ＪＸ－ＥＮＥＯＳが#10 渡嘉敷を

中心に攻めると、富士通もエース#10 町田が踏

ん張って、３Ｐやドライブで連続得点する展開

となったが、このピリオド最後まで点差は詰ま

らず、６６－４５とＪＸ－ＥＮＥＯＳの安定リードとなる。 

第４ピリオドに入ると富士通が頑張り、#10 町田の３Ｐ、#0 長岡や#11 篠崎の得点で点

差が詰まるかと思われたが、ＪＸ－ＥＮＥＯＳも#10 渡嘉敷がゴール下を圧倒し、更にリ

ードを広げる展開で、結局は点差が開いて試合終了となった。 

 ＪＸ－ＥＮＥＯＳは、これで４年連続の優勝を飾ったが、全日本代表選手を４名輩出し

ている層の厚さに、他のＷＪＢＬチームがつけいる隙はなかった。 

 

 

 

©ＪＢＡ 提供 
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功労表彰者 

 日本バスケットボール協会は、本大会中、下記のバスケットボール功労者を表彰、賞状

と記念品を授与したが、残念ながら中には鬼籍に入られた方もいる。 

 

 

©ＪＢＡ 提供   優勝のＪＸ－ＥＮＥＯＳ 

 

No  氏  名  チーム 回 数 

12 吉田 亜沙美 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ ４年連続７回目 

10  渡嘉敷 来夢 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ ７年連続７回目 

52  宮澤 夕貴 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ 初 

 0  長岡 萌映子 富士通レッドウェーブ ２年ぶり３回目 

 6  本川 紗奈江 シャンソン化粧品 ８年ぶり２回目 

 

氏  名 年齢 推 薦 団 体 

(故) 丸尾 充 享年 67 日本バスケットボール協会 

 山本 健蔵 69 秋田県バスケットボール協会 

  石田 洵 74 福島県バスケットボール協会 

  藤嶋 市雄 73 群馬県バスケットボール協会 

 酒井 茂英 69 千葉県バスケットボール協会 

  小濱 元孝 84 神奈川県バスケットボール協会 

  伊藤 敬一 87 愛知県バスケットボール協会 

 原田 茂 72 大阪府バスケットボール協会 

成田 敏彦 69 熊本県バスケットボール協会 

  樋口 隆之 70 日本実業団バスケットボール連盟 

  安田 勝彦 74 全日本教員バスケットボール連盟 

 

大会女子ベスト５ 

 決勝戦終了後、本大会のベスト５選手が下記の通り発表された。 
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全日本総合選手権大会の歴史 

                                   ［編集部］ 

 

 全日本総合選手権大会、バスケットボール界ではオールジャパンとして、お正月に開催

される一大イベントとなり長い間ファンに親しまれてきた。 

 男子は天皇杯を冠にいただき今年で９２回目、女子は皇后杯を冠に拝して８３回目を迎

えたが、来年から様相が変わりそうである。すなわち、平成２９年度（2017）からは、４

月から全地方において１次ラウンドとなる予選大会を開催し、その勝者が２次ラウンドへ

進み、全国いずれかの都市で開催し、勝者は３次ラウンドへ進む方式。３次ラウンドは、

例年通り１月に開催するがトップリーグチーム（クラブ）が、どのラウンドから出場する

のかなど、詳細はまだ決まっていない。 

 

 男女とも大変多くの回数を重ねてきた全日本総合選手権大会だが、戦争が激しくなった

昭和１７年(1942)から昭和２０年(1946)にかけて４回の中止に追い込まれている。 

 最近では平和の中でそれなりに大会が盛り上がっているが、これからも益々素晴らしい

大会になって、多くのファンを引きつけて欲しいものである。 

 

 オールジャパンが始まったのは、男子が大正１０年 (1921)１１月で女子は昭和６年

(1931)２月であった。当初は男女とも学生チームが主体で、それに僅かなクラブチームが

加わる形での大会であったが、男女とも昭和３０年代からは実業団勢が台頭し、学生チー

ムも出場していたものの上位を占めるには至らないことが多かった。 

 しかしながら、男子において昭和３７年度に立教大学が、昭和４９年度には明治大学が

実業団チームを破って優勝し、学生陣の意地を見せている。 

 女子についても同様で、発足当初は学生主体チームが上位を占めていたが、昭和２８年

度以降の優勝チームは全て実業団チームで争われ、大学、高校チームが上位に食い込むこ

とはなかった。 

 出場チームについても多々変遷を重ねてきた。当初は全国ブロック代表に学生代表が加

わる形だったが、実業団の日本リーグが発足してからは、実業団代表、学生代表に全国各

ブロック代表の更なる代表が加わった出場チームになったこともある。 

 

 開催時期は原則的に、その年度の最後という１月（お正月）に開催されてきたが、実業

団の日本リーグが前期後期制だった頃の昭和５９年度から３年間、期末の３月に開催され

たこともあった。しかし、お正月恒例のオールジャパンが３月開催になったため、学生の

卒業や観戦者が集まらないなどの理由で、昭和６２年度から１月開催に戻し、その間は日

本リーグを中断したりした。長きにわたって、バスケットボールの日本一を争ってきたこ

の大会は、原則トーナメントという一発勝負の競技方式と、１月開催ということもあって

多くのファンを魅了してきた歴史があり、開催地も工事などで体育館が確保できない場合

以外は殆ど東京で開催されている。 
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大会年次記録 

 

＜男子＞ 
大会 年度 開催地 優勝 大会 年度 開催地 優勝

1 T10 東京 東京YMCA 45 S44 東京 日本鋼管

2 T11 東京 東京YMCA（A） 46 S45 東京 日本鋼管

3 T11 東京 東京YMCA 47 S46 東京 日本鉱業

4 T13 東京他 立教大学 48 S47 東京 日本鋼管

5 T14 東京 東京YMCA 49 S48 東京 住友金属

6 T15 大阪 早大RDR 50 S49 東京 明治大学

7 S2 東京 東京商科大学 51 S50 東京 松下電器

8 S3 東京 早稲田大学 52 S51 東京 日本鋼管

9 S4 東京 東京商科大学 53 S52 東京 住友金属

10 S5 東京 成蹊高校 54 S53 東京 松下電器

11 S6 東京 早稲田大学 55 S54 東京 住友金属

12 S7 東京 東京帝国大学 56 S55 東京 日本鋼管

13 S8 東京 早稲田大学 57 S56 東京 松下電器

14 S9 東京 東京帝国大学 58 S57 東京 松下電器

15 S10 東京 全延禧専門 59 S58 東京 秋田いすゞ

16 S11 東京 早稲田大学 60 S59 東京 住友金属

17 S12 東京 普成専門 61 S60 東京 松下電器

18 S13 東京 普成専門 62 S61 東京 松下電器

19 S14 東京 全普成専門 63 S62 東京 松下電器

20 S15 東京 立教大学 64 S63 東京 日本鉱業

S16 （中止） 65 H1 東京 三菱電機

21 S17 東京 立教大学 66 H2 東京 三菱電機

S18 （中止） 67 H3 東京 熊谷組

S19 （中止） 68 H4 東京 日鉱共石

S20 （中止） 69 H5 東京 いすゞ自動車

22 S21 東京 新潟クラブ 70 H6 千葉 松下電器

23 S22 東京 神戸学士クラブ 71 H7 東京 いすゞ自動車

24 S23 新潟 神戸学士クラブ 72 H8 東京 松下電器

25 S24 東京 日本鋼管 73 H9 東京 いすゞ自動車

26 S25 東京 日本鋼管 74 H10 東京 いすゞ自動車

27 S26 東京 慶應義塾大学 75 H11 東京 東芝

28 S27 東京 立教大学 76 H12 東京 いすゞ自動車

29 S28 東京 立教大学 77 H13 東京 アイシン精機

30 S29 東京 東京教育大学 78 H14 東京 アイシン

31 S30 東京 立教大学 79 H15 東京 アイシン

32 S31 東京 日本鋼管 80 H16 東京 アイシン

33 S32 東京 日本鋼管 81 H17 東京 東芝

34 S33 東京 日本鋼管 82 H18 東京 トヨタ自動車

35 S34 東京 日本鋼管 83 H19 東京 アイシン

36 S35 東京 日本鋼管 84 H20 東京 アイシン

37 S36 東京 日本鋼管 85 H21 東京 アイシン

38 S37 東京 立教大学 86 H22 東京 アイシン

39 S38 東京 日本鉱業 87 H23 東京 トヨタ自動車

40 S39 東京 日本鋼管 88 H24 東京 パナソニック

41 S40 東京 日本鉱業 89 H25 東京 東芝

42 S41 東京 日本鉱業 90 H26 東京 日立東京

43 S42 東京 日本鉱業 91 H27 東京 アイシン三河

44 S43 東京 日本鉱業
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＜女子＞ 
大会 年度 開催地 優勝 大会 年度 開催地 優勝

1 S5 東京 愛知淑徳高女 40 S48 東京 第一勧業銀行

2 S6 東京 愛知淑徳高女 41 S49 神戸 ユニチカ山崎

3 S7 東京 木更津高女 42 S50 東京 日立戸塚

4 S8 東京 山形嚶鳴倶 43 S51 東京 日立戸塚

5 S9 東京 木更津高女倶 44 S52 東京 ユニチカ

6 S10 東京 新津高女倶 45 S53 東京 共同石油

7 S11 東京 京都府二女 46 S54 東京 ユニチカ

8 S12 東京 簡易保険局 47 S55 東京 第一勧業銀行

9 S13 東京 京都府第一高女 48 S56 東京 共同石油

10 S14 東京 新潟高女 49 S57 東京 共同石油

11 S15 東京 東京女高師附女 50 S58 東京 シャンソン化粧品

S16 51 S59 東京 シャンソン化粧品

12 S17 東京 東京女高師附女 52 S60 東京 シャンソン化粧品

S18 53 S61 東京 シャンソン化粧品

S19 54 S62 東京 共同石油

S20 55 S63 東京 東芝

13 S21 東京 福島橘倶楽部 56 H1 東京 共同石油

14 S22 東京 木更津倶楽部 57 H2 東京 シャンソン化粧品

15 S23 新潟 福島橘倶楽部 58 H3 東京 シャンソン化粧品

16 S24 東京 浦和第一高女 59 H4 東京 シャンソン化粧品

17 S25 神戸 染谷が丘女高ク 60 H5 東京 シャンソン化粧品

18 S26 東京 染谷が丘女高ク 61 H6 千葉 ジャパンエナジー

19 S27 東京 染谷が丘女高ク 62 H7 東京 シャンソン化粧品

20 S28 東京 日本興業銀行 63 H8 東京 ジャパンエナジー

21 S29 東京 東京芝浦電気 64 H9 東京 ジャパンエナジー

22 S30 東京 三井生命 65 H10 東京 ジャパンエナジー

23 S31 東京 日本興業銀行 66 H11 東京 シャンソン化粧品

24 S32 東京 大日本紡績平野 67 H12 東京 ジャパンエナジー

25 S33 東京 東京芝浦電気 68 H13 東京 ジャパンエナジー

26 S34 東京 大日本紡績平野 69 H14 東京 ジャパンエナジー

27 S35 東京 日本興業銀行 70 H15 東京 ジャパンエナジー

28 S36 東京 大日本紡績平野 71 H16 東京 日本航空

29 S37 東京 大日本紡績平野 72 H17 東京 富士通

30 S38 東京 三菱電機名古屋 73 H18 東京 富士通

31 S39 東京 ニチボー平野 74 H19 東京 富士通

32 S40 東京 ニチボー平野 75 H20 東京 JOMO

33 S41 東京 ニチボー平野 76 H21 東京 JOMO

34 S42 東京 ニチボー平野 77 H22 東京 JX

35 S43 東京 ニチボー平野 78 H23 東京 JX

36 S44 東京 ユニチカ山崎 79 H24 東京 トヨタ自動車

37 S45 東京 ユニチカ山崎 80 H25 東京 JX-ENEOS

38 S46 東京 ユニチカ山崎 81 H26 東京 JX-ENEOS

39 S47 東京 第一勧業銀行 82 H27 東京 JX-ENEOS

（中止）

（中止）

（中止）

（中止）

 
 

 以上、女子では、その時々の強豪チームが連覇しているケースが目立つ。中でも優勝回

数が最も多いのは現在のＪＸ－ＥＮＥＯＳで実に２１回を数え、次いでユニチカが大日本

紡績時代から１２回、シャンソン化粧品が１０回の優勝を飾っている。 

 女子は男子に比べて選手寿命が短く、ＪＸ－ＥＮＥＯＳの優勝回数の多さは称賛される。 

  



14 

 

ＪＸ－ＥＮＥＯＳ ウィンターカップ 2016 

第４７回全国高校選抜優勝大会結果 

                               ［編集部］ 

  

昨年の暮れ１２月２３日から２９日まで、東京体育館で開催されたこの大会は、初日か

ら人気沸騰で最終日まで多くの観客が詰めかけた。高校生らしく最後までベストを尽くす

プレースタイルが観客を魅了し、毎回会場を満員にする源となっており、相変わらずバス

ケットボール界年末の風物詩になっている。 

 特に決勝戦は前回同様３階席まで埋まるほど多くのファンが観戦し、観客はひたむきに

プレーする高校バスケットボールの魅力にひたった。 

 出場校は各都道府県代表１チームに加え開催地から１チーム、高校総体の１位・２位チ

ームの優先出場で男女とも５０チームによって優勝が争われた。 

 全国の高校に所属のバスケットボールチームは男女合わせて 8000 チームを上回るが、

この大会に出場できるのは男女 50 チームずつの 100 校でその競争率は単純計算でわずか

１％強、郷土代表的な意味合いと、毎年出場校が変わる都道府県が多いことも、観客動員

が多い要因といえる。 

 男子決勝戦は、高校総体１位の福岡第一高校と、高校総体２位の京都東山高校の対戦と

なり、接戦の末、福岡第一高校が優勝を飾った。 

 女子決勝戦は、昨年同様、愛知の桜花学園高校と岐阜女子高校の対戦となり、桜花学園

高校が優勝した。 

 この決勝戦は男女ともＢＳフジによる生中継放映があり、ご覧になった方も多いだろう。  

 男子優勝チームの福岡県福岡第一高校は、兄弟選手である重富友希選手、重富周希選手

の活躍もあって、初めて決勝戦へ進出した京都府東山高校を大接戦の末に下し、１１年ぶ

り２度目の優勝を勝ち取った。女子では伝統的な強豪校である愛知県の桜花学園高校が昨

年敗れた岐阜女子高校にリベンジを果たして２１回目となる優勝を獲得した。 

 

 

［男子決勝戦］ 

 

 

 

 

 夏の高校総体決勝と同一カードになった決勝戦、高校総体では福岡第一が逆転して優勝

を飾ったが、リベンジに燃える東山の闘志がむき出しとなった一戦だった。 

第１ピリオド、福岡第一は、#4 重富(周)、#5 重富(友)、#8 土居、#12 蔡、#15 松崎のス

タート、対する東山は、#4 岡田、#5 山内、#6 松本、#8 藤澤、#9 パトリックのメンバー。 

お互いマンツーマンディフェンスの中、東山#9 パトリックが最初にシュートを決めると福

岡も#12 蔡がすかさず入れ返す好スタート。中盤、福岡第一が得意の速攻を決めるが、東

山も#9 パトリックがシュートを決めて戦いは拮抗する。終盤、東山は#9 パトリックと#5

山内の３Ｐなどで抜け出し、東山６点のリードでこのピリオドを終わる。 

 第２ピリオド、開始早々福岡第一は連続得点で東山に迫ると、東山も負けじとばかりに

 1P 2P 3P 4P 計 

福 岡 第 一 14 25 28 14 81 

東    山 20 12 25 21 78 
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#5 山内の３Ｐでリードを保つが、その後は一進一退の展開となり、残り５分で東山が２８

－２５と僅かなリード。東山タイムアウトの後、福岡第一が#4 重富のシュートや得意とす

る速攻で３３－２８と逆転する。その後はお互いに得点を重ねるが、最後に福岡第一#5 重

富が３Ｐを決めて突き放し、前半を終えて福岡第一が３９－３２と７点のリードを奪う。 

 第３ピリオド、東山は、ディフェンスをゾーンに変更し、#4 岡田がバスケットカウント

を取って追い上げを開始、３分に４３－４５

と１ゴール差に迫る。福岡第一も#12 蔡、#6

松本の得点でリードを譲らず。その後、お互

い同等の攻め合いが続き、残り２分での福岡

第一の４点から更に７点をリードののち、最

終盤に#4 重富のセンターライン近くから打

った３Ｐがブザーと同時に決まって福岡第一

が６７－５７と差を１０点とする。 

第４ピリオド、東山はディフェンスを再び

マンツーマンに戻し、得点差を縮めるべく激

しくディフェンスするが、福岡第一も動じず

#12 蔡の得点など残り５分で７５－６５とリ

ードを保つ。東山は、タイムアウト後、更に

厳しいディフェンスで残り３分に７点差とし

た後、#4 岡田の連続得点で５点差まで迫った

が、ここで痛恨のミスが出て福岡第一に得点され、残り１分余りに７４－８１と再び７点

差となる。 

東山はタイムアウト後、#6 松本、#4 岡田の連続得点で猛迫したが時間が足らず、最後

は福岡第一が８１－７８の３点差で制し、１１年ぶり２回目の優勝を飾った。 

この決勝戦、両者とも譲らない激闘を演じ、高校生らしくベストを尽くした戦いぶりに

会場から惜しみない声援が続き、終了した際には両チームに対して大きな拍手が絶え間な

く送られた。 

福岡第一はこれで高校総体（インターハイ）、ウィンターカップと２冠を制したが、重富

兄弟の活躍とチームワークによる戦いぶり、ノーマークシュートを確実に決めたことが、

他チームにわずかに勝ったのであろう。 

ちなみに、決勝戦のスタンディングをみると、３Ｐでは福岡第一４３％、東山が１５％

と福岡第一が圧倒し、２Ｐシュートでは福岡

第一の４５％に対し東山は４３％とほぼ互角

であった。リバウンドでは常に留学生が出場

した東山が４９、福岡第一は３３で東山が圧

倒、ターンオーバー（ミス）では、福岡第一

１８に対して、東山は２２で終盤の痛恨ミス

などが目立った。 

得点状況では、福岡第一が比較的全員が平

均して得点したのに比べて、東山は#4 岡田と

#9パトリックに偏っており、福岡第一の全員

バスケットが功を奏している。 

  

 

©ＪＢＡ 提供 
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男子の結果 
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［女子決勝戦］  

 

 

 

 

 高校総体、国体を制した桜花学園に対して、ウィンターカップ２連覇を狙う岐阜女子の決

勝対決は昨年と同じ顔合わせとなった。 

 スタートは桜花学園が#4 馬瓜、#6 赤木、#7 粟津、#8 佐古、#9 山本、岐阜女子は#4 石

井、#5 藤田、#6 石坂、#7 ファトー、#10 小野の布陣で双方マンツーマン。 

 第１ピリオド、桜花学園は#4 馬瓜のドライブで先制すると、岐阜女子も#5 藤田がドラ

イブで返し、接戦の様相かと思われた。しかし、桜花学園は、#6 赤木のドライブ、#4 馬

瓜のゴール下シュート、#9 山本の３Ｐシュートなどで猛攻、開始３分で１３－５とリード

を広げる。 

 岐阜女子は、タイムアウト後立て直しを図りインサイドの攻撃を狙うが、桜花学園の守

りに攻めあぐむ。その後も桜花学園の攻撃が好調で３Ｐシュートやドライブインなどで得

点。このピリオドで９点の差がつき、岐阜女子にはこの得点差が最後までひびく。 

 第２ピリオド、桜花学園は#4 馬瓜のバスケットカウントで更にリードを広げるが、その

後はお互い厳しいディフェンスによって得点が伸びない。岐阜女子は中盤から#5 藤田の３

Ｐ、#4 石井のシュート、#10 小野のフリースローなどで徐々に点差を詰め、最後#10 小野

のジャンプシュートで３１－３５の４点差に詰めて前半を終わる。 

 第３ピリオド、桜花学園のミスが続くと、岐阜女子は#6 石坂が連続３Ｐを決めて３７－

３５と逆転に成功する。桜花学園もすぐに#6 赤木が３Ｐを決めてリードを奪い返すと、岐

阜女子も#10 小野がバスケットカウントを決めて再逆転する。桜花学園もドライブで加点

し、お互いに譲らない攻め合いとなり、５分で４０－４０の同点。必至に追い上げてやや

疲れが出た岐阜女子に対して桜花学園は、#4 馬瓜のゴール下、#8 佐古の３Ｐなどで連続

となる１１得点を挙げて５１－４２とし、一挙に点差を開く。岐阜女子も#7 ファトーのゴ

ール下や、#4 石井のドライブで加点して食らいつくが、桜花学園が５１－４６の５点差で

このピリオドを終わる。 

 第４ピリオド、桜花学園は#8 佐古のドライブ、#7 粟  

津のフリースローなどでリードを広げる。対する岐阜女

子は#7 ファトーのインサイドなどで加点するが、桜花

学園も#4 馬瓜、#6 赤木のドライブなどでリードを保つ。

何とか追いつきたい岐阜女子は#6 藤田がこのピリオド

２本目の３Ｐを沈めて桜花学園に迫ると、そこからお互

い意地の張り合いのような激しい攻防が続く。残り１分

１５秒で岐阜女子は#4 石井が３Ｐを決めて６５－６７

と２点差に迫る。 

 この間、桜花学園#4 馬瓜と岐阜女子#7 ファトーの激

しい攻防もあって場内の声援も一段と高まる。残り３０

秒、タイムアウトを取った桜花学園のスローインがパス

ミスで岐阜女子ボールになったが、桜花学園選手がそれ

からのディフェンスで凄い形相になり、ドライブインす

る岐阜女子に対し徹底マークして得点を許さない。 

 1P 2P 3P 4P 計 

桜 花 学 園 24 11 16 16 67 

岐 阜 女 子 15 16 15 19 65 
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岐阜女子はファウルゲームを仕掛けるが、桜花学園は、落ち着いたパス回しで１ゴール

差を守り切り、昨年の雪辱を晴らして今年度の３冠を達成した。 

 

 

女子の結果 
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女子日本代表チームヘッドコーチ 

内海氏からトム・ホーバス氏へ 

                               ［編集部］ 

  

日本協会は、去る１月２３日東京都内のホテルにおいて、現女子日本代表ヘッドコーチ

である内海知秀氏の３月末任期満了にともない、新たにトム・ホーバス氏を起用すること

に決定したと発表した。 

 トム・ホーバス氏は、元ＮＢＡプレーヤーで平成２年(1990)に来日し、トヨタ自動車で

プレー、引退後も日本に残ってコーチを学ばれ、現在ＪＸ－ＥＮＥＯＳのヘッドコーチ。

これまで数年におよび女子日本代表チームのアシスタントコーチとして、中川氏や内海氏

とともに女子日本代表チームを支えてきた。 

 以下に退任する内海知秀氏と、新任となるトム・ホーバス氏のコメント要旨を掲載する。 

 

内海知秀氏 

 ３月一杯をもって、女子日本代表チームのヘッドコーチを退任することになりました。 

まずは、多くのファンの方々をはじめ、選手たち、関係各位など、在任中の皆様のご理解

とご支援に対し、心よりお礼を申し上げます。 

 振り返れば、2012 年ロンドン・オリンピック世界最終予選を前に、私としては３度目と

なる代表ヘッドコーチに就任しました。力及ばずロンドン・オリンピックにこそ出場でき

ませんでしたが、そこからのこの４年間は、選手・スタッフに支えられながら、精一杯戦

ってきました。お陰様でアジア選手権連覇、リオ・オリンピック出場などを果たし相応の

達成感がある一方で、チャンスのあったオリンピックでのメダル獲得が成しえなかった悔

しさとヘッドコーチとしての責任も感じるところです。 

 女子日本代表チームは、いま、現実的に世界と十分に戦える位置にいます。当然、2020

年はメダルを取りにいかなければなりません。そのような状況下で新たな体制で次の時代

に挑戦することは、女子日本代表チームにとっても、さらに大きく成長できるチャンスで

す。後任はこれまで私を支えてくれたトム・ホーバス氏であり、安心という以上に、大き

な期待をもってバトンタッチすることができます。私は、今後の女子日本代表チームの成

長と活躍を楽しみに、応援していきたいと思っています。 

 

トム・ホーバス氏 

 ４月から女子日本代表チームのヘッドコーチに就任することになりました。日本を代表

する機会を与えていただいたことに感謝し、非常に光栄に思っています。一国の代表チー

ムを任されるというのは、私にとってはもちろん初めてであり、大きな挑戦となりますが、

全力でその任にあたりたいと思います。また、このようなビッグチャンスを与えてくれた

ＪＢＡ、そしてＪＸ－ＥＮＥＯＳに対して感謝します。 

 私は８年間、内海さんの下でアシスタントコーチとして経験を積みました。そのうちの

２年間は内海さんの下、日本代表でもアシスタントコーチをさせていただき、中川さんの

時もアシスタントコーチをさせていただきました。また、ＪＸ－ＥＮＥＯＳでは佐藤清美

さんに多くのことを学ばせてもらいました。 

 私は１０年間、日本でプレーをしたり、コーチをしてきましたが、女子チームのコーチ
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ングはしっかり学んできたつもりです。内海さんは日本代表のレガシーをしっかり築き上

げてくれました。それを引き継ぐだけではなく、その上にしっかり積み上げて次のステッ

プにチームを導いていきたいと思っています。 

 私は世界中でバスケットボールをプレーし、コーチしてきましたが、日本人ほど献身的

にバスケットをする集団を見たことはありません。引き続き、一生懸命努力してもらいた

いです。 

 私は常に夢を大きく持つことが大事だと思っています。中学の時からＮＢＡでプレーし

たいと思ってきたことで、その夢を実現することができました。夢を大きく持たなければ、

目標を達成することはできません。チームの目標はメダルを獲得することです。それは簡

単なことではないですが、リオで得た経験は私たちをすごく前進させてくれたと思ってい

ます。 

 私個人の夢としては、これはずっと夢を見ていたことですが、東京の決勝の舞台でアメ

リカと対戦して金メダルを獲ることです。まだ、日本代表として欠けているパズルのピー

スがあることは実感しています。リオ・オリンピックで８位の日本が、東京オリンピック

でメダルを獲ることは容易ではないですが、常に前に前進しなければなりません。 

 これまで得た経験をしっかり活かし、この３年間で全てのパーツをしっかりとくみ上げ

て、成果を求めていきたいと思います。ファンの皆さま、関係者の皆さま、今後の女子日

本代表チームに対し、変わらぬご理解とご支援・ご声援をよろしくお願いします。 

 

 

トム・ホーバス氏プロフィール 

             

            1967 年アメリカ出身 ５０歳 

            ペンシルバニア州立大学卒業後 トヨタ自動車でプレー 

            その後ＮＢＡアトランタ・ホークスでプレー 

            再来日しトヨタ自動車＆東芝でプレー 

            2010 年～2014 年 ＪＸ－ＥＮＥＯＳコーチ 

            2012 年～2013 年 ＷＮＢＡフェニックス・マーキュリー 

                     アシスタントコーチ 

            2014 年～2016 年 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ 

アソシエイトヘッドコーチ 

            2011 年      女子日本代表チーム アシスタントコーチ           

            2014 年～2016 年 女子日本代表チーム アシスタントコーチ 

            現在       ＪＸ－ＥＮＥＯＳヘッドコーチ 
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９１歳の現役プレーヤー 
                                  ［普及部］ 

 

 平成２２年に北海道の在間氏が、日本体育協会が授与する第６回「日本スポーツグラン

プリ」を受賞したことは、2011 年 11 月発行の本誌５２号で紹介済だが、それから５年を

経過し、現在９１歳になられたご本人からシニアバスケットボールに対する手記が寄せら

れたので紹介する。在間氏は、昨年も八幡カップ大阪大会で活躍されており、そこで、普

通に走り、ボールを持ったら全てシュートされているのを観て感動させられた。その活躍

する姿は私たちに敬意と勇気を与えてくれる。 

  紹介会員 川戸 政角 （第６回横浜カップ実行委員会役員、横浜市西区体育協会役員） 

 

私の９２年間における人生で身に余る光栄は・・・           在間 弘 

 

私の９２年間における人生で身に余る光栄は、７９歳ではからず

も教育者として叙勲瑞宝小綬章を受章し皇居にて天皇・皇后両陛下

に拝謁の栄に浴し、８５歳には日本スポーツグランプリ賞を山口国

体の折に受章して、再度・両陛下に拝謁するとともに身近でお言葉

を交わす光栄。生涯忘れられない最高の感動を頂きました。 

 実は、兵庫のシルバーキッズチームの日笠さんから、振興会開催

の全国シニアバスケットボール交歓大会に、最年長プレーヤーなの

で私のチームで参加しないかとのお誘いがあり、憧れの代々木第二体育館でプレーさせて

いただきました。それがきっかけで振興会の働きかけにより、バスケット界として初の日

本スポーツグランプリ賞受賞者となりました。その翌年、私を誘ってくださった神戸の日

笠さんが受賞されましたので内心ホットしました。この度、あの感激を掲載して頂いた記

事を改めて読み感謝しております。また、あの時頂いたシンボルマーク「ふくろう」(福篭)

の記念 T シヤツは今も大切にしています。 

さて、「バスケットボールプラザ」７１号人物抄の「阿部敏一郎さん」は、昭和４０年代、

私が北海道バスケットボール協会審判委員長のころからご指導いただき、今年で４回参加

している「八幡カップ全国シニア・スーパーシニア・ゴールデンシニア交歓大会」の生み

の親であり、その情熱には頭が下がり尊敬しております。田舎者の私とは格が違います。 

 私は、三浦綾子の小説「塩狩峠」にある和寒町(旭川と名寄の中間にある町)で大正１４

年（1925）１月１９日に生まれ、親から幼少時は大病したと聞かされ、小学校時代は虚弱

児でした。片田舎の小学校では珍しく全国大会に出場した籠球をやるＫ先生がいらして、

放課後の運動場で先生方や生徒が練習をしていました。６年生の時、そのＫ先生から「籠

球やると背が伸びる」と言われバスケットボールを始めたのが昭和１２年、そのＫ先生に

憧れ先生の出身校である札幌師範学校に入学しました。全寮制で国から給付金が支給され

教師になる義務を負わされる、当時は勉強したい貧乏人の集まっている学校でした。２年

生の時、真珠湾攻撃で戦争に突入し、下級生で苦労している時、これから大会に出られる

と思った昭和１８年に、外来スポーツ禁止令が出されました。 

 学生は援農作業に明け暮れる生活が続き、昭和２０年４月に学徒出陣、陸軍特甲幹で仙

台の予備士官学校へ行きましたが、教育訓練中に終戦となり、お陰様で命拾いをして復員

しました。札幌師範学校は繰り上げ卒業となり、昭和２０年９月に故郷に近い風連国民学
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校訓導で教員のスタートをきりました。昭和２２年６・３・３制の学制改革で、教え子と

共に体育教師として新制中学校に行き、バスケットボールの指導が始まりました。 

 昭和２４年に上川管内中体連第１回大会で優勝させることができ、たまたま文検を取得

していたので、高校の数校から声がかかり念願の北海道立旭川商業高校に昭和 25 年４月に

転勤。当校では１６年の教員生活、学級担任は１２年連続で４回卒業生を送り出し、そし

てバスケットボールの指導では男女ともに北海道大会出場校の常連チームになりました。

指導の傍ら日本公認審判をとり、昭和３４年、札幌にフィリッピンのヒーコックチームが

来道し日本鋼管との親善試合、（故）辻村富士朗さんと審判をさせていただき貴重な体験を

いたしました。昭和４１年、札幌市立札幌旭丘高校へ転勤、その年の国体北海道予選会が

北海道立中島スポーツセンターで開催、前任の旭川商業高校男子が優勝し、会場で私を胴

上げしてくれたことも忘れられません。 

 北海道バスケットボール協会を背負って立つ男になろうと思っていましたが、旭丘高校

の校長から管理職を目指せと言われ、芦別高校・帯広柏葉高校の教頭として赴任し、その

後、平取高校・森高校・札幌南陵高校の校長を勤めました。その間、どこへ赴任してもバ

スケットの在間として歓迎されたことは良い思い出となっています。 

 昭和６０年に退職し北海道警察学校教育主事として６年勤め、その後札幌大学体育非常

勤講師として９年勤めました。その間、女子部監督として全日本大学選手権に幾度となく

出場、2002 年にはタイで開催された大会に団長として同行しました。現在の日本女子バス

ケットボール監督の内海知秀さん(当時札幌大学男子の監督)とは一緒でしたので、アテネ

五輪、そして今年のリオ五輪での女子チームの活躍は、ことの外嬉しかったです。 

 昭和５９年秋、札幌に初めて高齢者のバスケットボールチームが誕生しました。会員年

齢は男６０歳以上・女５０歳以上であり現在も週１回バスケットボールを楽しんでいます。 

創部当初からのメンバーは私と女性(82 歳)の２人だけ、よく続けてこられたと思っていま

す。チーム名は「札幌ロートルズ」、現在の会員構成は男女

で８０歳以上７人、７０歳代１４人、６０歳代１５人、５０

歳代６人の４２名で活動しています。大会にも参加、２５回

開催の４市(札幌・旭川・帯広・函館)交歓大会・１４回開催

の北海道オールシニア交歓大会などです。 

仲間の真壁さんから、八幡カップの試合にエンジョイクオ

ーターがあるのでと誘われて一宮・松山・酒田そして大阪と

４大会に参加、今年の大阪は８８歳のワイフが同行し、私が

シュートを決めるところを見てくれました。帰路、新幹線で

東京へ向かい旭川商業時代の８０～７０歳代の教え子２０人が集まる歓迎会に出席、そし

て念願の北海道新幹線で帰札しましたが、教師冥利に尽きる旅でした。 

 核家族の時代、私たちは嫁いだ２人の娘家族と２０年前から同じ屋根の下、３世代・３

家族８人の生活に日々感謝しています。私の長寿の秘訣とはとよく問われますが、週１回

のバスケットボール練習、ゴルフ(今シーズン 15 回)、テニス、スキー、カラオケなどそれ

ぞれ、仲間が車で送迎してくれます。  

退職して３０年、ラジオ体操・日記を書き続けていること。「身体の老化」はどうしよう

もないが「心の老化」は心がけ次第で防げる、「老いた」、「年だなあ」と思わないこと。  

最後に、自分の長い人生の旅を振り返り次の言葉を完成しています。「意識が行動をつく

り」 「行動が習慣をつくり」 「習慣が人格をつくり」 「人格が運命をつくる」  以上 
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徳永 寿美 さん 

 

 徳永さん（旧姓関戸さん）は、昭和１４年(1939) 東京のお生ま

れで７７歳、大変お元気で現在東京都港区にお住まいである。 

 中学生の時から走り回ることが好きだったという徳永さんは、都

立北園高校へ入るとすぐにバスケットボール部に入られて練習に

励まれた。練習は相当厳しく、休みはお正月の３日間と試験の直前

だけで、女子高生でも４５度からジャンプシュートの練習をされた

という。 

 当時、北園高校は武蔵高校と並んでバスケットでは名門といえる

高校で、男子が強いチームだった。その頃のコーチは、男子の先輩で大学に在学された方

があたっていたという。熱心に後輩の指導をしていたその学生は、そのためか大学で単位

が取れず、卒業を留年されたという話も残っている。 

 練習の甲斐あって３年生だった昭和３２年(1957)、東京都予選を勝ち抜き、決勝戦であ

の畑先生率いるお茶の水付属に勝って長崎インターハイの切符を手にした。 

 ところがインターハイ直前、集中豪雨が長崎県を襲い開催地諫早市は水浸しになり、体

育館は避難所として使われ、インターハイ開催は不可能になった。 

 一時は中止かと思われたこの年のインターハイは、東京が代替開催することになり、徳

永さんが属する北園高校は都立小山台高校体育館での試合となったが、長崎行きを楽しみ

にしていた徳永さんたちは大変落胆したようである。 

 北園高校卒業に当たり、徳永さんは同じ女子バスケット部員とともに第一生命の入社試

験に臨んだ。このとき偶然にも千葉二高バスケット部から２名の部員が一緒に入社試験に

来ていたが、千葉二高はインターハイ２回戦で、北園高校が敗れた相手チームだったので

ある。 

 その後、一緒に入社試験を受けたこの４名は、めでたく合格し第一生命に入社した。当

然のように第一生命でバスケットボール部に入ったが、インターハイ出場組はまもなくレ

ギュラーに抜擢される。 

 第一生命バスケット部の歴史は相当古く、戦前からその活動が始まったようである。平

成１１年(1999) に発刊された同社バスケットボール部の６０年史によれば、女子が東京実

業団連盟で昭和１５年(1940) のリーグ戦に参加した記録が残っている。 

 徳永さんたちが入った第一生命バスケット部は、その年の関東実業団リーグ戦において

２部で全勝優勝して１部昇格となり、翌昭和３４年、３５年(1960) には１部で戦っている。

１部に昇格したものの、相手は日本興業銀行、三井生命、東芝など日本リーグがなかった

当時、超強豪チームばかりで、１勝すらあげられず、ご本人は「毎年最下位で入れ替え戦

でした」と当時を懐かしむ。 

 そして、昭和３６年(1951) には愛知県名古屋市で開催された、全日本実業団選手権大会

に出場することができたが、その際、会社が出張扱いにしてくれたことが、嬉しかったそ

うである。 

 昭和４２年、結婚されて第一生命を退職したが、バスケットボールへの情熱は変わらず、

人物抄 
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家庭婦人としてバスケットを続けられた。ちなみに、新婚旅行は悔しかった長崎インター

ハイ中止のことを挽回しようと、旦那さんにお願いして長崎方面へ出かけられたとか。 

 その頃、日本はバブル経済が始まっていて、第一生命も神奈川県大井松田の山の上に巨

大な社屋ビルを建設、一時は本社機能もそこへ移した。 

 本社機能を移すとなれば、通勤する従業員もその方面へ移転しなければならず、第一生

命に勤務されていたご主人とともに、小田原に住処を構えた。大井松田の社屋は東名高速

道路から見渡せ、その当時一躍有名になったことはご存知の方も多い。 

 社屋の近くには体育館も造ら

れて、バスケット部員たちはそ

こで練習、徳永さんも時間があ

れば練習に顔を出していた。 

 

 ここで、冨士さんという人物

に登場していただく。故冨士さ

んは、東京大学ＯＢで第一生命

に勤務されていて、長年関東実

業団連盟と日本実業団連盟の理

事長を務められ、振興会の前身

である実業団協力会という組織

を立ち上げた、非常に熱心なバ

スケットボールマンであった。             

 冨士さんは、徳永さんたちが熱心にバスケットに取り組んでいた頃、バスケット部への

支援、会社との交渉などに努力。入社してきた部員たちをヒヨコと呼び、やがて「ヒヨコ

の会」が誕生する。「ヒヨコの会」では、誰かが結婚するとベビー箪笥を贈り合い、箪笥の

裏には必ず「ヒヨコより」という文字が書かれていたという。 

 現在でも振興会会員の中に第一生命ＯＢ、ＯＧの方が多く在籍されるが、冨士さんの影

響が多大なことは言うまでもない。 

 バスケットの虜になっていた徳永さんは、お子さんができてからも近くの小学校などへ

押しかけて仲間と共にバスケットの練習を続けられたらしい。 

 昭和５７年から実業団協力会が主催した実業団ＯＧ戦に、第一生命ＯＧは、第４回目の

昭和６０年(1985) から参加。当然のことながら徳永さんも奮って出場し、大活躍されてい

る。代々木第二体育館で開催されたこの

大会には第８回まで５回連続で出場し、

昔の日本リーグチームを相手に善戦して

いる。 

 バスケットが大好きな徳永さんは、現

在に至るまで講演会や交流会などの振興

会行事に殆ど参加されている。いつも人

なつっこい明るい笑顔で、バスケットボ

ールの話になるとのめり込む様は、ご自

分でもおっしゃるように「私、バスケッ

トが命だから」という言葉がぴったりで

ある。 

 

大井松田体育館の練習 

 

代々木第二体育館のＯＧ戦 
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バスケットボール湘南だより（その 17） 

◇◇湘南平塚で開かれた二つの早春バスケ・イベント◇◇  

  中瀬 達雄  
 

◆湘南に咲くミニバスケットの大きな花◆ 

▽全国唯一、テレビ放映１０年間の努力 

 １月 21 日(土)、平塚総合体育館で県ミニバス大会(兼全国予選)の最終日、男女の準決

勝・決勝戦が行われた。決勝戦男子は、大接戦の末、１点差で上菅田が川上北(横浜)を下

し全国大会へのキップを手に、女子は、川上北(横浜)が山内に快勝したが、男女とも決勝

戦まで進出した川上北(横浜)には敬意を表したい。このような好ゲームの展開だったが、

観覧席を眺めると昨年の同大会より観衆が少なかったことが気になった。 

 一方、2011 年から７回続いている県内テレビ放映は、この日も解説ゲストに三宅学(元

NKK,ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)、永田睦子(元ｼｬﾝｿﾝ)の両氏を迎える豪華な体制で放映された。県ミニ連盟の

関係スタッフの絶え間ない努力の末のスポンサー獲得であろうが、他県のミニバスでもな

く県内他種目でもないイベントだけに、その努力に敬意を表したい。神奈川県でできるこ

とが他県で全くできない筈はなく、全国の関係機関・スタッフの奮起を促したい。 

▽幼児バスケットが初めて電波に乗る 

 この日の決勝戦前の時間に、地元平

塚地域で活動している幼稚・保育園児

のプレイが登場した。 

 １年前の本誌で取り上げたが、ミニ

バス登録人数は減少傾向になっている。

少子化だからと、ただ口をあけてポカ

ンとしていて、何が解決できるだろう

か。一発必中の秘策など、このバスケ

ット界にもある筈はない。ミニバス選

手のソースが幼稚・保育園児であるこ

とは、誰が考えてもわかっていること

だろう。しかしながら、これも、次に

述べる横割り運営が邪魔してか、具体

的に動き出しているという話を聞くことがない。翌日のテレビ神奈川放映の中で、わずか

10 秒ほどだが幼児たちのボールを追う様子が初めて県内に流れた。 

▽今年も残念な３大会同時開催 

 観客が少ないことに触れたが、小・中・高であっても、県内トップゲームへの観客動員

を図ることは、地域バスケットボール協会の重要な施策ではないだろうか。昨年の本誌に

も書いたが、その一つの要因が、３種目決勝戦が同日に開催されていることである。ミニ

が平塚、中学が横須賀、高校が秦野で殆ど同時に開催されては、真のバスケットファンに

は何とももどかしい限りである。 

 

 会員だより 

 

 

 

 

 

決勝戦前に登場の幼児たち 
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 「連盟あって協会なし」、お役所は縦割り行政が批判されるが、バスケット組織は横割り

運営の弊害ではないだろうか。この辺りが、最近の日本協会の改革の遠因になっていると

は言い過ぎだろうか。 

 

◆フェスティバルは地域バスケットの大黒柱◆ 

▽横割り組織の中で唯一の串刺し活動 

神奈川県には７つの地区協会があって、県協会の組織を構成している形となっている。

もちろん、他に市町協会もあるが、協会体系としては非公式となる。そして、その７協会

が揃って開催しているのが、このフェスティバルというイベントである。県協会でも開催

していたが、諸事情があって数年前に中止してしまった。 

他のスポーツ界もあるいはと思うが、バスケット界の活動は「横割り競技連盟あって、

協会なし」の状況である。県協会は、国体予選や全日本予選の試合があるけれど、地区協

会にはそれさえもなく、競技大会を司る場がない。総会と役員はあるが、スポーツ統括団

体らしい日常活動はないという形になっている。カテゴリー(種)別の大会は、それぞれの

横割り連盟が、コート探しから審判割当まで立派にやってこなしている。地区協会の目立

つ仕事は、公認審判の審査・推薦だけとなってしまった。 

▽全地区協会が開催するバスケットボール・フェスティバル 

そこで、フェスティバルである。地域のメインコートで一日中、ミニから一般までのゲ

ームを展開する。他地区からのチームを呼んだり、選抜チームを作ったりして、地域プレ

イヤーやファンの集客を図る。記念Ｔシャツを製作・販売し、体育館ロビーでは飲み物や

お菓子などを売って資金確保に役立たせようとする。 

▽ここでも幼児バスケットが話題の中心に 

2 月 12 日の平塚総合体育館では、ロビーではコーヒー、フランクフルト、ミニ鯛焼きや

抽選番号付きのプログラム販売に、小中学生の列ができた。なるべく多くのチームからと

選抜されたゲームに、応援するチームメイトで観覧席はほぼ埋まっていた。残念ながら、

ゲーム内容そのものは特筆すべきところがないという程度だった。 

ただ、ここでも幼稚・保育園児の登場が館内の人の目を引いた。県内唯一のイベントと

して、昨年から登場したもので、今年も 50 人程の幼児たちがボールと戯れていた。少子化

の波をかぶってミニバスの選手不足が嘆かれ、その影響は中学にまで及んでいるという。

中学チームのために幼稚・保育園対策に乗り出すという、まさに縦一本のバスケット活動

ではないだろうか。 

▽縦一本のバスケット活動が望まれる 

 縦一本であるべき協会が、横割り競技連盟に「庇を貸して母屋を取られる」状況は、こ

んなフェスティバルだけで解決できる筈がない。最近のＪＢＡがこの方向に動いているら

しいが、こんなことでも外様体制から引っ張られないと動かないこれまでのバスケット体

制・組織では、あまりにも淋しいものである。 

（平塚バスケットボール振興会代表、元日本協会理事、元日本実業団連盟理事） 
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尾張名古屋に 4校リーグあり（その２） 
 

三谷 千尋 

 

67 回と一口に言っても、これは大変な数字である。どうして途切れることなく４校が足

並みそろえて、67 年も歩み続けてこられたのか。毎年８月の第２土曜日と日曜日、当番校

の体育館で、４校の男女各チームが総当りで戦うルーキー戦、現役戦、OB 戦と一試合のみ

の超 OB 戦を行うのであるから、立派な行事であり、その運営は簡単ではない。スポンサー

があって、誰かがしてくれることでもない。特に４校は県下で有数の公立進学校である。

先生方も転勤があり絶えず交替がある。４校の、その時その時の顧問の先生方が、この伝

統的行事に協力して積極的に働いて下さっていることは素晴らしいことだと思う。そして

各校にバスケット部が存続し続け、クラブ員が常に多く在籍することも素晴らしいことで

はないだろうか。 

 

アマチュアのスポーツ界において、或るチームの活動を継続して支えて行くために欠か

せないのは、ボランティア的にその活動を支え続けるエネルギーの持ち主の存在である。

そのエネルギーとは、熱意だけのことではない、頭脳、体力、経験、時間、性格など、そ

してさらには資金的なものも兼ね備えた人物のことである。４校各校には、OB・OG の中に、

母校のバスケット部を愛してやまず、長年に亘り後輩たちを束ねて統括管理し続けて来た、

OB 達が存在したのである。また、リーグ開始後の OB だけではなく、古き愛知一中時代の

OB には、リーグの開始に当たっての御支援や優勝旗、盾など多くの品々の寄贈を頂いた大

先輩（T 氏）もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会員だより 

 

 

 

 

 

 

寄贈された優勝旗の授与 
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私は、母校の明和高校のことしか知らない。現在の OB・OG 会の会長のＢ氏は 77 歳であ

る。彼は４代目として３年前に会長に就任した。昭和 33 年（1958）の卒業であるが、卒業

以来絶えず母校のバスケット部の指導・育成に直接かかわり続けて来た経緯がある。別の

言い方をすれば、卒業以来数名の会長のもとに、母校のバスケット部の支援と、この４校

リーグの存続・開催とに心血を注ぎ、59 年間、中心的な関わりを持ち続けて来た人物なの

である。明和の OB・OG 会、４校リーグの事務局、共に現在は彼の事務所にある。 

 

個人的であるが、私は社会人となってからは、名

古屋を離れ、母校のバスケットのことは、OB 会の会

報でしか見ることが無くなった。サラリーマンとし

ての生活は、バスケットどころではなく、OB 会や４

校リーグの存在なども忘れていた時期が長かった。

子供のミニバスを通して私のバスケットの歯車が

又廻り出したのであるが、その間も一度も４校リー

グの灯は途絶えることなく、続いていたのである。

それは彼等の他、多くの諸氏が、ひたすら一途に

黙々と続けた各母校バスケット部への奉仕活動に

支えられて来ているのだと強く感じ、今は感謝と敬

意を表するばかりなのである。  

 

Ｂ氏は十数年前まで先輩Ａ氏（明和高校、昭和 28

年卒）の後継者として東海学生バスケットボール連

盟の委員長を務めていたことも手伝い、４校リーグ

の運営についても、Ａ氏共々リーダーシップを発揮

できたのではなかろうか。特に、このＡ氏も非常に熱心であり、近年病で倒れた２～３年

間を除いては、卒業後 60 年以上毎年出席して、記念写真を撮り続けて居られる。このよう

に揺るがぬ中心的人物が居ることで、他校のリーダー諸兄も自校のバスケット部の統括管

理に集中して、その力を発揮することが長期に亘って可能であったのではなかろうか。何

と言っても、飾らぬソフトなＢ氏の人柄と行動力が、他校のリーダーとの良好なコミュニ

ケーションを維持する上で役立ち、今日までの繁栄を築いて来たことに一役買っているに

違いないと思われる。 

 

次頁に、現在の４校各校 OB・OG 会代表のコメントを資料として添付する。 

 

（その３）に続く   2016-9-9 明和高校、昭和 31 年（1956）卒 三谷千尋 

 

 

  

 

各校 OB 会会長 
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添附資料－ 現在の各校 OB・OG 会代表のコメント  

  

① 旭丘高校  服部保孝  昭和 48 年(1973)卒（62 歳）県立高校教師 

４校リーグは一時期、愛知一中 65 回生（昭和 17 年卒）の田中三郎氏の個人的な支援

で続いてきました。平成元年の第 40 回を記念に四校の OB・OG 会の仲間が集まり、記念

大会を開くとともに、合同で運営にあたるようになりました。明和の野嵜さん、向陽の

桑原さん、そして菊里の長谷川さんとはその頃からの仲間です。最近は４校リーグの中

から、男子では私学の強豪がひしめく愛知県でベスト４に入る高校もでてきました。女

子も毎年、４校のどこか１校は県大会に駒を進めています。いつかこの４校から、また

全国大会に出場する学校が出ることを OB・OG 一同で楽しみにして、末長くリーグ戦を

続けていきたいと思っています。 

 

② 向陽高校  桑原成順  昭和 35 年(1960)卒（75 歳）私立女子高校教師 

先輩たちの思いをいつまでも 

高校在学中は、このリーグの意味を余り意識することなく、単に試合が出来ると言うく

らいに思い、OB の方たちのプレーを参考にしたものです。 以来半世紀以上、母校の

OB・OG 会に携わって来ました。 途中、やや低調になりかけた感もありましたが、参加

費を審判や会場費に多く配分し、より良い環境で現役たちにプレーさせてやりたいと云

う方向が定着しました。これも偏に各校卒業生の後輩に対する思いの成果だと言えます。

この伝統が何時までも続くことを願ってやみません。 

 

③ 菊里高校  長谷川正人 昭和 45 年(1970)卒（64 歳）自営業 

私が生まれる前から開催されている（凄い！）４校リーグですが、現役時代はその由

来も伝統も知ることなく公式戦の１つとして参加していました。 

当時の菊里高校は OB 会もなくて、他校の OB 会や顧問の先生に運営の負担をかけていた

と思います。卒業後しばらくして、これではいけないと先輩や後輩と OB 会を作り４校

リーグの運営の一端を担うことが出来るようになりました。最近は個人情報保護で OB

会名簿の作成もままなりませんが 600 名の OB・OG へ４校リーグの開催告知や結果報告

をしています。今後も引き続き４校リーグの開催を応援していく所存です。 

 

④ 明和高校  野嵜正一  昭和 33 年(1958)卒 （77 歳）家業継承 

４校リーグが何故 67 回も OB 主催で続いているのかと聞かれ、不思議に思っている一

人です。私は昭和 58 年ごろ明和高校バスケット部 OB・OG 会の名簿作成を数名の方と始

めて以来、毎年四校の代表者と打ち合わせ、持ち回りで顧問の先生や愛知バスケットボ

ール協会の協力をお願いすることで、スムーズな会の運営が行なわれております。大会

時期も盆休みに決められており、この日を楽しみにしている後輩も大分多くなりました。

これからも永久に続くこと期待しております。 
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ＮＢＡオールスター戦イベント 

ＳＯＮ東京のアスリートが参加 

                               副理事長 上谷 富彦 

 

 日本ではＢリーグが開幕し、今バスケットボールが注目されている。１月１５日開催の

第１回Ｂリーグのオールスター戦はテレビでも放映され、１万人近い観衆がゲームを楽し

んだ。 

 一方、本場アメリカではＮＢＡオールスター戦が、２月１９日ルイジアナ州ニューオー

リンズで開催された。その会場でＳＯＮ（スペシャルオリンピックス日本）東京のアスリ

ートである、村上あゆみさんがプレーした。 

 村上あゆみさん（２１歳）は身長１５０cm の小柄な左利きの

プレーヤーで知的障害はあるが、素早い動きでパスを繰り出し、

ＳＯＮ東京で週１回仲間とバスケットボールを楽しんでいる普

通の女性である。 

ＳＯＮは知的障害のある人がスポーツを通じて日常的に活動

することにより、社会での自立を促す理念に基づいて活動してい

る。決して目を見張るスキルを持つアスリートを育成する活動で

はない。 

またＳＯＮでは、近年障害のある人と一般の人が共生するユニファイドスポーツを推進

している。 

今回、２月１７日にＮＢＡケアーズＳＯユニファイドゲームが行われるが、彼女はそれ

に応募し選出されたのだ。 

アメリカ、中東、ヨーロッパなどから選び抜かれたアスリート達１２名と一緒にユニフ

ァイドスポーツの普及のため、コートに立つ機会を得たのである。 

故「吉井四郎」氏が残された「バスケットボールには神様が居る。努力は必ず報いられ

る」という言葉を思い出した。 

一生懸命バスケットボールをやっていれば、障

害があっても、世界最高峰のＮＢＡオールスター

ゲームと同じコートに立つことができるのだ。 

村上さんの今後の活躍と成長がとても楽しみ

である。 
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１２月２１日はバスケットボールの日 

プロチーム、パラリンピック代表も参加 

                               ［普及部］ 

  

12 月 21 日はバスケットボールの日！ 

1891 年 12 月 21 日に、アメリカはマ

サチューセッツ州スプリングフィール

ドの国際 YMCA トレーニングスクー

ルで最初のゲームが行われ、2016 年で

バスケットボールは現在 125 歳となり

ました。 

 2011 年より、多くの方々の支援をい

ただきまして、Basketball Birthday 

Classic を中心に、毎年バスケットボー

ルの誕生日をお祝いしてまいりました。 

 これまでの取り組みにより、北は秋田・岩手、南は沖縄までバスケの日に関連したイベ

ントが恒例行事化してきた中、代々木第二体育館で開催された BBC2016 は、「東京」を意

識したものとして、東京を拠点とするプロチームに参加を呼びかけ、各チームの横断幕を

提示してこの日を祝いました。さらに、東京サンレーヴスの選手にも実際にリレーゲーム

に参加していただき、多くの交流が生まれました。 

また、日本車椅子バスケットボール連盟のご協力をいただき、パラリンピック日本代表

選手と共に車椅子バスケをすることもできました。 

2020 年東京オリンピックに向けて、また B リー

グの開始に伴い、バスケットボールがより一層人々

に身近な存在となって盛り上がって行くことを期

待しています。 

 2017年より代々木第二体育館は改装となるため、

BBC2017 は代々木の国立オリンピック記念青少年

総合センターに場所を移します。皆様ともども、ど

んな形でも結構ですので、バスケの誕生日を祝う風

習を全国に広めていきたいと思います。 

振興会の皆様にも是非ご協力をお願い致します。 

 

12 月 21 日はバスケットボールの日！委員会 

 石井 一生 

issei@pingplan.com 
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Ｂリーグ情報 
                           理事 坂本 博 

１． Ｂ１リーグ情報と成績 

 昨年スタートした B リーグのレギュラーシーズンはこれから後半戦に入る。 

２月１２日現在、Ｂ１リーグの地区別の成績等を下表に示すが、引き続き全国各地

で毎週開催され、各クラブの実力と人気や地域環境などにより、順次明暗が出始めた

感がある。その競技方式の詳細は本誌「７２号」に掲載しているのでご参照願いたい。 

   優勝への道のりは「Ｂ１チャンピオンシップ」と呼び、プレーオフに出場できるの

は「地区ごとの上位２クラブ」と残り１２クラブのうち上位２クラブの合計８クラブ

で、トーナメント方式で今年のチャンピオンを決める。優勝賞金は５千万円、レギュ

ラーシーズン勝率１位クラブが１千万円などとなっている。 

 

Ｂ１リーグ地区別成績表（2017/02/12 現在） 

 

  

地 区 名 順位 ク ラ ブ 名 勝 敗 率 差 

東 地 区 1 栃木ブレックス 27 7 0.794  - 

2 アルバルク東京 27 7 0.794  0 

3 千葉ジェッツ 23 13 0.639  5 

4 レバンガ北海道 11 25 0.306  12 

5 秋田ノーザンハピネッツ 9 27 0.250  2 

6 仙台 89ＥＲＳ 9 27 0.250  0 

中 地 区 1 川崎ブレイブサンダース 31 5 0.861  - 

2 三遠ネオフェニックス 22 14 0.611  9 

3 新潟アルビレックスＢＢ 18 18 0.500  4 

4 サンロッカーズ渋谷 16 18 0.471  1 

5 横浜ビー・コルセアーズ 14 22 0.389  3 

6 富山グラウジーズ 8 28 0.222  6 

西 地 区 1 シーホース三河 26 8 0.765 - 

2 名古屋ダイヤモンドドルフィンズ 21 15 0.583  6 

3 大阪エヴェッサ 18 18 0.500  3 

3 京都ハンナリーズ 18 18 0.500  0 

5 琉球ゴールデンキングス 15 21 0.417  3 

6 滋賀レイクスターズ 7 29 0.194  8 
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２． 今後の課題 

１）プロリーグとして長いシーズンでファン、観客を集められるかが問われる。 

２）観客動員数がクラブ経営の採算性を左右する宿命にあり、Ｂリーグが掲げる地域密

着のコンセプトにより安定的な集客が図れるかが最重要となる。 

３）発表されている各種ゲーム記録(スタッツ)を見ると、得点、リバウンドなどが重要

な要素で、個人ランキング上位は外国人選手が占めており、日本選手の貢献度合い

が高いのはガード陣だけで、他の選手は見劣りしており、フィジカル面と平均身長、

技術力アップが大きな課題となり、その解決策には困難さが見えてくる。 

４）安定した人気を得るためには広報活動と有力スポンサー獲得が不可欠で、テレビを

初めとするマスコミへのＰＲが低いことが気になる。 

５）プロ化計画で当初掲げた試合会場の観客 5 千人以上を収容できる施設を各地に充実

させることも急務になろう。 

 

下表は、Ｂ１各クラブのホームアリーナでの２月１２日（２０節）までの観客動員数と

その平均を示したものである。１８クラブの１ゲーム当たり平均観客数は 2,728 人/G で若

干ではあるが微増傾向である。ちなみに、本年の目標は平均 3,000 人/Ｇ以上となっている。 

 

    

  

クラブ名 ホームアリーナ 
収容数 動員合計  

 

平均観客動員 

人 人 順位 人 

千葉ジェッツ 船橋アリーナ 5,026  85,174  20  1  4,259  

栃木ブレックス ブレックスアリーナ宇都宮 2,900  53,172  16  2  3,323  

アルバルク東京 国立代々木競技場 13,291  56,199  17  3  3,306  

琉球ゴールデンキングス 沖縄市体育館 2,901  52,495  16  4  3,281  

新潟アルビレックスＢＢ アオーレ長岡 4,200  58,470  18  5  3,248  

大阪エヴェッサ 府民共済スーパーアリーナ 7,056  60,551  20  6  3,028  

横浜ビー・コルセアーズ 横浜国際プール 2,229  59,459  20  7  2,973  

秋田ノーザンハピネッツ ＣＮＡアリーナ★あきた 3,368  55,693  19  8  2,931  

名古屋ダイヤモンドドルフィンズ 愛知県体育館 7,514  49,587  18  9  2,755  

仙台 89ＥＲＳ カメイアリーナ仙台 5,705  40,893  16  10  2,556  

レバンガ北海道 北海きたえーる 8,128  45,549  18  11  2,531  

シーホース三河 ウィングアリーナ刈谷 2,376  32,524  14  12  2,323  

川崎ブレイブサンダース 川崎市とどろきアリーナ 6,500  36,655  16  13  2,291  

富山グラウジーズ 富山市総合体育館 4,650  40,376  19  14  2,125  

サンロッカーズ渋谷 青山学院記念館 5,000  37,988  18  15  2,110  

三遠ネオフェニックス 豊橋市総合体育館 3,000  35,467  17  16  2,086  

京都ハンナリーズ ハンナリーズアリーナ 2,500  38,276  20  17  1,914  

滋賀レイクスターズ ウカルちゃんアリーナ 4,896  34,278  18  18  1,904  

    合 計 872,806  320  - 2,728  

 

試合数 

B1 リーグホームアリーナ観客動員データ表（２０節迄の累計データ） 
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Ｗリーグ情報 

クォーターファイナルへ 

 ［編集部］ 

 

Ｗリーグは、レギュラーシーズン１次ラウンドとその成績による上位リーグ・下位リー

グの２次ラウンドを終えてプレーオフに入り、クォーターファイナルが始まっている。 

 クォーターファイナルの出場は、１次ラウンド上位の６チームによる１回戦総当たりの

上位リーグ成績に１次ラウンドの成績を加味した成績による順位（下記表参照）と、下位

６チームによる１回戦総当たりの下位リーグ成績（下記表参照）で上位に入った７位・８

位の合計８チームによって争われる。 

 本誌がお手元に届くころにはセミファイナルが終わり、プレーオフファイナルに進出す

るチームも決まっているであろう。（以下、チーム名は略称で示す。） 

 

  

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 チーム名 勝 負 

1 JX－ENEOS 27 0 

2 トヨタ自動車 20 7 

3 富士通 19 8 

4 三菱電機 18 9 

5 デンソウ 15 12 

6 シャンソン 14 13 

 

上位６チームの最終成績順位 

順位 チーム名 勝 負 

7 トヨタ紡織 5 0 

8 羽田 4 1 

9 アイシンＡＷ 3 2 

10 日立ハイテク 2 3 

11 新潟 1 4 

12 山梨 0 5 

 

下位リーグ６チームの成績順位 

1 位 JX－ENEOS 4 位 三菱電機 7 位 トヨタ紡織 10 位 アイシンＡＷ 

2 位 トヨタ自動車 5 位 デンソウ 8 位 日立ハイテク 11 位 新潟 

3位 富士通 6 位 シャンソン 9 位 羽田 12 位 山梨 

 

レギュラーシーズン １次ラウンド成績 

プレーオフ 

 

 

ファイナル 

 

セミファイナル 

 
クォーター 

ファイナル 
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訃   報 

房野 久吾氏   平成２８年１０月２３日   享年 ８７ 

阿部 進 氏   平成２９年 １月１５日  享年 ８４ 

上野 正紀氏   平成２９年 １月２３日  享年 ７５ 

 

長年にわたり、振興会会員として、日本バスケットボール界発展のため多大の 

ご尽力を賜りました。 

ここに、謹んで哀悼の意を捧げ、ご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

 

阿部 進 先輩を偲ぶ 
坂本 博 

 

振興会副会長の阿部進さんが去る１月１５日、消化管間質腫瘍で

ご容体を悪化され急逝されました。頑健そのもののお身体と明朗闊

達で病気とは縁がないはずと思っていましたので、突然の訃報に驚

きと悲しみに打たれました。 

藤沢市の斎場で催された葬儀では、生前の徳と功績を偲ばれなが

ら、東芝や原子力・エネルギー学会員と、趣味として愛したバスケ

ットボール関係者の皆様に囲まれて永久の別れをいたしました。 

 阿部先輩と私の出会いは、私が昭和 28 年早稲田大学に入学し、

バスケケット部に入部以来、当時２年生だった阿部先輩からご指導を受けた時からです。

阿部先輩さんと同級生の方々は文武両道の優秀者揃いで、積極的に部活を活性化されてい

ましたし、卒業後も各企業の重鎮として活躍されていることなど、深く印象を受けていま

した。 

阿部先輩の出身地はバスケットボールでは昔から先進の新潟市で、とくに新潟高校２年

の時には全日本総合大会一般男子の部で北陸代表になって活躍しておられました。 

阿部先輩は、昭和２７年早大理工学部入学以来、部活に明け暮れながらも学業と両立さ

せ、大卒後は実業団３位の鐵興社に冶金系技術屋として入社し、実業団リーグ選手として

も活躍されました。 

１年間の実業団リーグを満喫後、異例の転身を図り、日本の花形技術といわれていた原

子力の勉強のため早稲田大学大学院へ進み、応用物理の修士課程を修了、東芝原子力の前

身である三井グループの日本原子力事業(株)に入社、主として新しい原子炉の開発にも従

事されました。その後は東芝が原子力事業に注力したため、東芝原子力事業部に戻り、東

芝エネルギー事業本部専務として従事されました。更に晩年は、日本のエネルギー事業の

将来を検討する学術会議で特に天然ガス利用拡大策を推進されていました。 

阿部先輩は「原子力とバスケット」の道を歩むことを人生のモットーとして邁進し、母

校の早稲田大学バスケットボール部の育成と、東芝関係では日本リーグの強豪チーム東芝
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バスケットボール部を本格的に応援し、会社上層部への積極的なアピールで社員の試合観

戦をセットされ、平成１５年度には全日本総合優勝を達成させる原動力になりました。 

東芝チームは、B リーグのクラブ「川崎ブレーブサンダース」として再スタートを切り

ましが、阿部先輩の熱烈な応援に応えるかのように、現在 B リーグで上位の成績を残して

おり、ご仏前にご尽力の成果が出たことをご報告できたのではないかと思っております。                                      

合掌 

 

 

 

阿部副会長 安らかに 
小澤 正博 

  

阿部さんの訃報をお聞きしたときは、驚きと無念さが心中に走りました。阿部さんは平

成５年(1993)振興会発足とともに入会され、振興会活動に多大な貢献をされ、平成１６年

(2004)には副会長に就任され、当会の重要な役職でご活躍されました。 

私が理事長だった頃、「振興会は日本協会と協力しながら事業活動を進めればいろいろな

ことが円滑に進むはず」と的確な提言をいただき大きな力になったことを覚えています。 

 阿部さんは常々日本のバスケットボールの普及・発展という見地から、それらを推進す

るご意見を理事会などで発言され、振興会財政に対しても毎年多大のご寄付を賜りました。 

 振興会運営について何か困ったことが出た際など、よく阿部さんに相談し、その都度的

確なご意見を述べられていた温和な姿が目に浮かびます。 

 阿部さんは争い事が嫌いな方で、何事も話し合いによって解決することがベストとよく

主張されていました。これまで振興会活動が、きわめて平和裏に進められてきたのも、阿

部さんのお力によるところが大きいのです。 

 毎年秋に開催する講演会・交流会には、これまで欠席されたことがないのに、昨年は珍

しく欠席されたので、どうしたことかと心配していたところでした。 

 このたび、その重鎮を失ったとこは本当に残念です。阿部さん安らかにお休みください。 

合掌 
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上野 正紀さんを偲ぶ 
磯野 和彦 

 

 オールジャパンが終わってまもなく、突然上野さんの訃報に接し

驚きと悲しみの年に変わりました。上野さんは私たちシルバーキッ

ズの大黒柱で、元日本リーグのプレーヤーとは思えないほど、先頭

に立って皆の面倒をみてくれました。 

上野さんは昭和１７年山形県鶴岡市で生まれ、鶴岡工業高校時代

には連続してインターハイに出場され、進学した法政大学ではセン

ターとして関東学生リーグで活躍され、昭和３９年の東京オリンピ

ック候補選手にも選ばれました。 

 オリンピック候補選手時代、アメリカ人コーチ、ピート・ニューエル氏に才能を認めら

れ、卒業後入社された住友金属工業では、主将でセンターフォワードとして日本リーグで

活躍されましたが、その甲斐あってか住友金属工業は、その後４回、オールジャパンを制

しています。 

 平成６年に住友金属工業広島支社の支社長として就任され、定年まで勤められ、退職後

尼崎へ戻られて、今度はミニバスを熱心に指導されていました。シルバーキッズに入られ、

振興会会員になられてからは、シニアバスケットボールに貢献、代々木第二体育館で開催

される全国シニア交歓大会には毎年必ず参加され、シルバーキッズレディースの指導もし

ていただきました。 

 人の面倒をよく見てくれた上野さんは、振興会事務局とシルバーキッズの連絡役まで引

き受けられ、家族を大切にする優しい方でした。 

 ナイスガイ 上野！ ダンディ 上野！ ファイター 上野！ 現役時代は「ヘラクル

ス」の異名もあったタフガイ、そんな不死身の上野正紀氏が先に逝くとは・・・・・ 

早すぎますよ、上野さん。 

 最後の最後までシルバーキッズの面倒を見ていただき、本当に有難うございました。 

サヨウナラ 上野さん   合掌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
 

シルバーキッズ７０歳以上チームの上野さん 前列 No.25 
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事務局だより 

 

◇第１０回全国シニアバスケットボール交歓大会 in YOYOGI 

平成２９年度の大会は、平成２９年５月１５日（月）～５月１６日（火）に代々木第二

体育館で開催いたします。本年も男子６０歳以上／女子５０歳以上／男子７０歳以上の

試合を行いますので積極的にご参加ください。 

 参加条件は下記の通りです。 

 （１）男子６０歳以上、女子５０歳以上で１チーム８名以上の構成（含む７０歳以上） 

 （２）当該チームに振興会会員が３名以上含まれること（参加資格） 

 （３）参加費 ２５,０００円／チーム 

 （４）原則として各チームとも２試合を行う 

     組み合わせ、試合時間は主催者責任にて決定する 

 （５）懇親会 

     ５月１５日 夕刻より参加者と振興会会員による懇親会を開催する 

     渋谷センター街バスケットボールストリートのイタリア料理店 

     「ヴェントゥーノ」にて  会費 ５,０００円予定 

 参加を希望されるチームは、３月末日までに振興会事務局へメール、ＦＡＸ、電話にて

ご連絡ください。なお、参加希望チームが多数の場合は抽選にて参加チームを決定しま

す。 

 

  事務局連絡先（火曜日、木曜日） ＴＥＬ／ＦＡＸ ０３－３２１９－９３１１ 

 ＭＡＩＬ    sinkokai@jbbs.jp 

 

◇代々木第二体育館 

 バスケットボールのメッカと呼ばれる代々木第二体育館は、上記大会の後、約３年間の

耐震などを含めた整備工事に入ります。したがって全国シニア交歓大会は、代々木第二

体育館以外で開催する予定です。 

 

 

mailto:sinkokai@jbbs.jp
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プラザ こぼればなし 
 

◇ 昨年リオ・オリンピックで強みを発揮したバドミントンの朴監督が「試合は参加する

ためではない、勝つためにあるのだ」と日本協会に訴え、勝つために「攻撃的な守備

を目指した」という記事を読んだ。バスケットボール競技では、特に短身者軍団の場

合、相手に勝つため、ボールが相手にわたった時点から攻撃すべきである。１得点を

競うサッカーや野球と違って、狭いコートでの点取りゲームであるバスケットは、攻

撃に積極的な気持ちが不可欠ではあるまいか。 

 

◇ Ｂリーグの観客動員数が低調な理由のひとつに、チケットの高額な価格設定があると

いわれている。何方かが言われた言葉だが、チケット価格は「家族で観戦しよう」と

いうレベルであって欲しい。一部では、小学生を無料招待して親御さんを引き出す方

法も実施していると聞く。安価の高校生選抜大会では、多くの観客動員ができている。

Ｂリーグや全日本総合選手権大会の入場料の価格設定を検討する余地があると思うが

如何か。 

 

◇ オールジャパンが１月９日に千葉ジェッツの初優勝で幕を閉じた。その週末、Ｂリー

グのオールスター戦が同じ会場で開催された。アリーナの座席もそのまま利用された

ようだが、会場に入ると更にステージができていて、選手は各チーム代表のチアガー

ルが盛り上げる中から登場、その演出といろいろな工夫に感心させられた。シーズン

が始まって各地で注目を浴び始めているＢリーグは、オールスター戦によって会場へ

詰めかけたファンは勿論のこと、ＴＶの前のファンにもアピールしている。このよう

な演出は後半戦の集客にもつながりそうに思えた。 

 

◇ オールジャパンでのできごと。準決勝から入替席制が設定されていたが、アリーナ１

階でのチェックが入口のみで、どこに座っても自由だったため混乱していた。また、

４回戦まではチーム券で入った応援団が、チアガールと共にゲーム中に通路に立ち、

一方のゴール付近が全く見えないこともあった。準決勝、決勝戦では応援団がゴール

裏にまとまってチームを応援していたが、チーム券で入った応援団には常にそこを指

定して座ってもらうのも一つの方法ではなかろうか。 

入場券の前売りは早めに売り切れていたようだが、チームの勝ち上がりを予想して購

入したにも関わらず、負けてしまったチームを応援しようとしたファン、ブースター

の未入場のせいか、空席も目立った。前売りの発売時期を考慮してはどうだろう。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人 

日本バスケットボール振興会 

            〒１０１―００５１ 

            東京都千代田区神田神保町１－４０ 

              豊明ビル ３０１号室 

            電話／ＦＡＸ（03）3219－9311 

            メール sinkokai@jbbs.jp 
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